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(57)【要約】
【課題】簡易な構造で、水素残量を精度よく測定するこ
とが可能な水素残量センサを提供する。
【解決手段】水素残量が変化する空間に配置される水素
残量センサは、測定用水素吸蔵合金を収容する測定用容
器を有し、前記測定用容器は、少なくとも一部が開口し
て水素の吸放出に伴う前記測定用水素吸蔵合金の変形が
可能な開口部を有し、前記空間に配置された状態の前記
測定用容器に対し、一部が定位置にある状態で設置され
、前記開口部を通した前記測定用水素吸蔵合金の変形が
伝達されて弾性変形可能な変形部材と、前記変形部材の
弾性変形を検知する検知部と、を備えることによって、
応答性がよく精度の高い水素残量センサを得ることがで
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水素残量が変化する空間に配置される水素残量センサであって、
　測定用水素吸蔵合金を収容する測定用容器を有し、
　前記測定用容器は、少なくとも一部が開口して水素の吸放出に伴う前記測定用水素吸蔵
合金の変形が可能な開口部を有し、
　前記空間に配置された状態の前記測定用容器に対し、一部が定位置にある状態で設置さ
れ、前記開口部を通した前記測定用水素吸蔵合金の変形が伝達されて弾性変形可能な変形
部材と、
　前記変形部材の弾性変形を検知する検知部と、を備えることを特徴とする水素残量セン
サ。
【請求項２】
　前記測定用容器が筒形状を有し、筒形状の一端に前記開口部を有することを特徴とする
請求項１記載の水素残量センサ。
【請求項３】
　前記開口部に位置する前記測定用水素吸蔵合金の少なくとも一部を覆う蓋部を有し、前
記蓋部の移動変形を前記変形部材に伝達する伝達部を有していることを特徴とする請求項
１または２に記載の水素残量センサ。
【請求項４】
　前記変形部材が板バネであり、板バネの自由端側の板面に前記伝達部材が接触している
ことを特徴とする請求項３記載の水素残量センサ。
【請求項５】
　前記伝達部材がロッド形状を有することを特徴とする請求項３または４に記載の水素残
量センサ。
【請求項６】
　前記変形部材が前記測定用容器に固定されていることを特徴とする請求項１～３のいず
れか１項に記載の水素残量センサ。
【請求項７】
　前記変形部材が前記測定用空間内の定位置に一部が固定されており、前記測定用容器が
前記空間内の定位置に設置されて、前記測定用容器に対し前記変形部材の一部が定位置に
ある状態となることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の水素残量センサ。
【請求項８】
　前記検知部にひずみゲージを含み、前記ひずみゲージが前記変形部材の変形面に取り付
けられていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の水素残量センサ。
【請求項９】
　水素残量が変化する空間が、水素吸蔵合金を収容した容器内空間であることを特徴とす
る請求項１～８のいずれか１項に記載の水素残量センサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は水素残量が変化する空間に配置されて該空間の水素の残量を検知する水素残
量センサに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　水素貯蔵容器のひとつである水素吸蔵合金容器は、その体積貯蔵密度に優れることから
普及し始めているが、容器内の水素残量を知る手がかりが得られにくい、という課題があ
る。通常の水素ガスタンクであれば、圧力計を取付けることで水素残量を容易に知ること
ができる。一方、水素吸蔵合金の場合は、ＰＣＴ曲線で表されるプラトーといわれる平坦
な領域があり、ここの圧力差（最少と最大の圧力差）が小さいことに加え、合金の温度が
変わればこのプラトーの圧力も変わるため、圧力計だけで容器内の水素残量を正確に知る
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ことは難しい。
【０００３】
　大型の水素吸蔵合金容器の水素貯蔵システムでは間接的な測定方法であるが、高精度の
質量流量計を用いてその積算値から水素残量を知ることができる。しかし、質量流量計の
価格は高く、小型化も難しいため比較的小型の水素吸蔵合金容器には不向きといえる。
　そこで、水素吸蔵合金容器に適し、直接的に水素残量を知ることのできる水素残量計あ
るいはセンサとして以下に示すものが提案されている。
【０００４】
（１）水素吸蔵合金の中に電極を入れ、その電気抵抗値または、水素量の関係から容器内
の水素量を測定するセンサとして、例えば、特許文献１のように、合金の起電力と水素濃
度から水素残量を知る方法が提案されている。
　また、特許文献２～４では、水素吸蔵合金の電気抵抗値を測定することによって、水素
残量を知る方法が提案されている。
【０００５】
（２）水素吸蔵合金の体積膨張を利用してその変位から容器内の水素量を測定するセンサ
として、特許文献５のように、容器の壁にひずみゲージを貼り、予め計測されている水素
吸蔵合金の水素吸収量とひずみとの比較データをもとに水素残量を測定する方法が提案さ
れている。
　また、特許文献６では、光ファイバーを利用して、体積膨張を測定する方法が提案され
ている。
【０００６】
（３）水素吸蔵合金の温度と圧力とを測定し、ＰＣＴ曲線から水素量を測定するセンサと
して、特許文献７のように、容器の温度と圧力を測定し、水素吸蔵合金のＰＣＴ曲線から
水素量を測定する方法が提案されている。
　また、特許文献８は、容器にプラトー圧の異なる合金を入れ、圧力の階段状変化を残量
変化のきっかけとみなす残量計が提案されている。
【０００７】
　さらに、特許文献９では、従来の課題を解決するために、センサ用水素吸蔵合金の水素
吸放出に伴ってひずみが容易に生じる易歪み部を一部に有し、易歪み部の歪みを測定する
歪みゲージを設けることによって、水素残量センサの小サイズ化と、構造の簡易化を可能
としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－４７１２５号公報
【特許文献２】特許３６２４８１６号
【特許文献３】特開２０００－２０６０７３号公報
【特許文献４】特開２０００－９７９３１号公報
【特許文献５】特許３２０３０６２号
【特許文献６】特開平６－２４９７７７号公報
【特許文献７】特開平２－１４０６４１号公報
【特許文献８】特開昭５９－７８９０２号公報
【特許文献９】特開２００８－１８０６８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、特許文献１で提案されたものでは、水素吸蔵合金容器本体にセンサホルダが取
り付けられており、構造が複雑で、小型容器に適用することが難しいという問題がある。
　また、特許文献２～４で提案されたものでは、水素吸蔵合金の水素化に伴う微粉化の進
行で、粒子間の接触面積または接触圧が変化していくため、水素残量の測定値の信頼性に
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問題がある。
【００１０】
　特許文献５で提案されているものでは、水素吸蔵合金の水素化に伴う微粉化の進行で、
容器内の場所によっては合金密度に差が生じ、結果として、容器の壁に発生するひずみに
もばらつきが生じるため、水素量の正確な測定のためには、複数個のひずみゲージを張っ
て平均化等を行わなくてはならない。小型容器の外面に複数個のひずみゲージを貼ること
は、ひずみゲージやリード線に損傷を与える可能性が高くなるという問題点がある。
【００１１】
　特許文献６で提案されたものでは、価格が高く、構造も複雑になり、小型容器に適用す
ることが難しいという課題がある。
【００１２】
　特許文献７で提案されたものでは、水素貯蔵合金が水素を放出する過程においては、容
器内の場所によって、合金温度に差が生じることが多いため、誤差が発生しやすい。また
、圧力計と温度計とを備えなければならず、小型容器に適用することが難しいという課題
がある。
【００１３】
　特許文献８で提案されたものでは、容器内の場所によって合金温度に差が生じることが
多いため、圧力の測定だけでは水素残量に誤差が発生しやすい。
【００１４】
　特許文献９で提案されたものでは、易歪み部のひずみを大きくした方が、水素残量セン
サとしての精度が向上するため、易歪み部は剛性の低い材料でかつ塑性変形を起こさない
範囲に調整する必要がある。また、センサ用水素吸蔵合金の膨張収縮を多方面に許容する
構成であるので、歪みと、容器内の水素量との関係に直線性を得ることが困難である。
【００１５】
　本発明は、上記事情を背景としてなされたものであり、簡易な構造で、水素残量を精度
よく測定することが可能な水素残量センサを提供することを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　すなわち、本発明の水素残量センサのうち、第１の本発明は、水素残量が変化する空間
に配置される水素残量センサであって、
　測定用水素吸蔵合金を収容する測定用容器を有し、
　前記測定用容器は、少なくとも一部が開口して水素の吸放出に伴う前記測定用水素吸蔵
合金の変形が可能な開口部を有し、
　前記空間に配置された状態の前記測定用容器に対し、一部が定位置にある状態で設置さ
れ、前記開口部を通した前記測定用水素吸蔵合金の変形が伝達されて弾性変形可能な変形
部材と、
　前記変形部材の弾性変形を検知する検知部と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　第２の本発明の水素残量センサは、前記第１の本発明において、前記測定用容器が筒形
状を有し、筒形状の一端に前記開口部を有することを特徴とする。
【００１８】
　第３の本発明の水素残量センサは、前記第１または第２の本発明において、前記開口部
に位置する前記測定用水素吸蔵合金の少なくとも一部を覆う蓋部を有し、前記蓋部の移動
変形を前記変形部材に伝達する伝達部を有していることを特徴とする。
【００１９】
　第４の本発明の水素残量センサは、前記第３の本発明において、前記変形部材が板バネ
であり、板バネの自由端側の板面に前記伝達部材が接触していることを特徴とする。
【００２０】
　第５の本発明の水素残量センサは、前記第３または第４の本発明において、前記伝達部
材がロッド形状を有することを特徴とする。
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【００２１】
　第６の本発明の水素残量センサは、前記第１～第３の本発明のいずれかにおいて、前記
変形部材が前記測定用容器に固定されていることを特徴とする。
【００２２】
　第７の本発明の水素残量センサは、前記第１～第４の本発明のいずれかにおいて、前記
変形部材が前記測定用空間内の定位置に一部が固定されており、前記測定用容器が前記空
間内の定位置に設置されて、前記測定用容器に対し前記変形部材の一部が定位置にある状
態となることを特徴とする。
【００２３】
　第８の本発明の水素残量センサは、前記第１～第７の本発明のいずれかにおいて、前記
検知部にひずみゲージを含み、前記ひずみゲージが前記変形部材の変形面に取り付けられ
ていることを特徴とする。
【００２４】
　第９の本発明の水素残量センサは、前記第１～第８の本発明のいずれかにおいて、水素
残量が変化する空間が、水素吸蔵合金を収容した容器内空間であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、測定用水素吸蔵合金の変形を弾性部材の曲げ変形として取り出すこと
ができるため、応答性がよく精度の高い水素残量センサを得ることができ、また構造を簡
素にでき、コストの低減化、小型化が容易である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態の水素残量センサを示す図であり、図１ａは、水素残量セン
サの平面図、図１ｂは水素残量センサの側面図である。
【図２】同じく、インジケータを設けた指示計の回路図を示す図である。
【図３】同じく、水素残量センサの適用例を示す図である。
【図４】実施例における水素吸蔵合金容器内に水素量に対するひずみの出力変化を示すグ
ラフである。
【図５】実施例における水素吸蔵合金容器内の水素量に対するひずみの出力変化を示すグ
ラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下に、本発明の一実施形態の水素残量センサ１を添付図面に基づいて説明する。
　水素残量センサ１は、水素吸蔵合金４を測定用容器（以下、センサ本体２という）に収
容し、板バネ３に発生するひずみに基づいて、水素残量が変化する空間内の水素残量を検
知する。水素残量センサ１は、該水素残量センサを用いて、予め計測されている水素吸蔵
合金の水素吸蔵量と板バネ３に発生するひずみとの比較データをもとに、水素残量が変化
する空間内の水素残量を測定するものである。
【００２８】
　水素残量が変化する空間としては、水素吸蔵合金が収納され、水素の吸放出が行われる
水素吸蔵合金容器内部が例として挙げられる。ただし、本発明としては、該空間が水素吸
蔵合金容器内部に限定されるものではなく、水素残量が変化する空間であれば広く適用が
可能である。
【００２９】
　センサ本体２は、測定用水素吸蔵合金４を内部に収容する容器形状からなり、少なくと
も一部が開口し、水素の吸放出に伴う測定用水素吸蔵合金４の変形を可能としている。こ
の形態では、有底の円筒形状を有しており、その一端が開口して開口部２Ａを有している
。なお、水素吸蔵合金を収容する本発明の容器としては、円筒形状に限定されず、角筒な
どの各種形状の筒形状とすることができ、また、これに限らず、種々の形状とすることが
できる。また、開口部は一つに限らず、複数有していてもよく、容器に設けられる箇所が
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限定されるものではない。
【００３０】
　また、センサ本体２の材質は、本発明としては特に限定されるものではないが、例えば
、炭素鋼やＳＵＳ３０４に代表されるステンレス鋼が望ましい。センサ本体２は、収容し
ている水素吸蔵合金の水素吸放出に伴う膨張・収縮によって容易に変形しない強度を有し
ているのが望ましく、炭素鋼やステンレス鋼は、この特性を比較的安価に提供することが
できる。
【００３１】
　測定用水素吸蔵合金４は、本発明としては特にその種類が限定されるものではないが、
例えばＡＢ２系合金やＡＢ５系合金などを用いることができる。また、水素残量センサ１
を、水素吸蔵合金容器に配置する場合、水素吸蔵合金容器に充填されている合金と、測定
用水素吸蔵合金を同一種類のものするのが望ましい。これにより、温度や圧力による水素
の吸放出動作を水素吸蔵合金と測定用水素吸蔵合金４とで同一にすることができる。
　測定用水素吸蔵合金４は、センサ本体２に充填されて使用される。充填の程度は、水素
の吸放出が良好になされ、かつ水素の吸蔵・放出に伴う膨張、収縮が開口部２Ａにおける
移動に十分に反映される程度の充填率で行われる。なお、水素の吸放出が円滑になされる
ように、センサ本体２内に通気材を収納してもよい。
【００３２】
　板バネ３は、センサ本体２の側壁に一端が固定され、開口部２Ａからセンサ本体２の軸
方向に離れた位置で曲がって、センサ本体２の径方向に沿って伸張しており、その先端側
は変形自在な自由端になっている。板バネ３の材質は、センサ本体２と同じ材質である必
要はなく、バネ性を考慮すればＳＵＳ３０４に代表されるステンレス鋼が望ましい。
　この実施形態では、測定用水素吸蔵合金の膨張、収縮を薄い板バネの曲げ変形として取
り出す方式のため、応答性がよく精度の高い水素残量センサが得られる。
【００３３】
　開口部２Ａには、開口部２Ａを覆う蓋板５が配置される。蓋板５は、開口部２Ａの全部
を覆う必要はないが、測定用水素吸蔵合金４の膨張、収縮にできるだけ追随できるように
できるだけ広い面積で開口部２Ａを覆うのが望ましい。ただし、移動に際し、開口部２Ａ
の周縁のセンサ本体２と接触しないように、開口部２Ａの外周縁全体と、蓋板５の外周縁
とが間隔を有しているのが望ましい。蓋板５は、本発明の蓋材に相当する。蓋材は、必ず
しも板状である必要はなく、十分な厚みを有するものであってもよい。ただし、測定用水
素吸蔵合金４の膨張・収縮に容易に追随できるように、できるだけ軽量にできる板形状が
望ましい。蓋板５は、測定用水素吸蔵合金の変形に確実に追随するように、開口部２Ａに
おける測定用水素吸蔵合金４に接着してもよい。接着を行う材料としては、伸びが大きい
シリコン系の接着剤を用いることができる。
【００３４】
　蓋板５の表面側には、センサ本体２の軸方向外側に向けた細棒７が立設されている。細
棒７は、板バネ３の自由端側で板バネ３の内面側に先端が位置しているのが望ましい。細
棒７はロッド形状であり、本発明の伝達部材に相当する。細棒７は蓋板５に一体に形成さ
れているものでもよく、蓋板５に溶接やリベットなどによって接続されているものであっ
てもよい。
　細棒７は、測定用水素吸蔵合金４が水素を吸蔵していない状態で板バネ３の板面に接触
しているものでもよく、また、その状態で板バネ３をある程度弾性変形した状態にしても
よい。
【００３５】
　細棒７と板バネ３との接触は、検知開始の時期を定めるので、検知開始時期を適宜時期
に定めるように細棒７の長さを設定することができ、水素吸蔵合金４が水素を吸蔵してい
ない状態またはある程度吸蔵している状態では細棒７は、板バネ３の板面に接触しないよ
うにしてもよい。なお、板バネ３の形状などによっては細棒７を設けないものとしてもよ
い。
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【００３６】
　また、細棒７は、図１ｂに示すように、板バネ３の伸長方向に沿って移動可能としても
よい。これにより細棒７の移動に伴う板バネ３の弾性量を調整することができる。
　水素残量センサ１は、センサ本体２に内蔵する測定用水素吸蔵合金４の充填率が同じで
あっても、細棒７の位置を変えることで、ひずみゲージ６が検出するひずみを変化させる
ことが可能である。これは、細棒７の位置を変えることで、ひずみゲージ６と細棒７の位
置の間隔が変わり、板バネ３に加わる曲げモーメントが変わるためである。
　ひずみゲージ６と細棒７との間隔が狭まると曲げモーメントが大きくなり、発生する応
力が大きくなるため、検出されるひずみも大きくなる。すなわち、ひずみを大きくしセン
サの感度を高めたいときには、細棒７の位置を板バネ３のセンサ本体２に固定されている
側にずらすことによりセンサ感度を高めることができる。ただし、ひずみは板バネ３が降
伏しない弾性範囲内に留めなければならない。
【００３７】
　本実施形態の水素残量センサ１は、構造が簡素であることからコストを安くすることが
でき、センサ寸法が２０ｍｍ角程度と非常に小さくできることから小型の水素吸蔵合金容
器にも使用できる利点がある。
【００３８】
　なお、この実施形態では、板バネ３をセンサ本体２に固定するものとしたが、板バネ３
の一部が水素吸蔵合金容器などの水素残量が変化する空間の壁部に固定され、センサ本体
２がこの壁部の定位置に固定されることで、前記空間に配置された状態の測定用容器に対
し、板バネ３の一部が定位置にある状態にして設置することができる。
【００３９】
　板バネ３には、センサ本体２の径方向に伸張する片の基部側表面にひずみゲージ６が取
り付けられる。板バネ３の基部側は、板バネ３が変形する際に、変形応力が集中して発生
する。ひずみゲージ６は、本発明の検知部に相当する。
　ひずみゲージ６は、板バネ３の弾性変形を検知できるものによって構成すればよく、板
バネ３の弾性変形を光学的に検知するものであってもよい。また、連続的に板バネの変形
を検知する他、段階的に検知をするものであってもよい。
【００４０】
　また、ひずみゲージ６では、板バネ３とひずみゲージ６との温度影響を除外するために
、板バネ３と、ひずみゲージ６とが同じ線膨張係数を有することが望ましい。
　ひずみゲージ６にはリード線８を介して図２に示す指示計６０に接続する。リード線８
は、例えば３線式の仕様のものを採用することによって、温度影響を除外することができ
る。
【００４１】
　指示計６０は、図２に示すように、ひずみゲージ６の電気抵抗値に応じたブリッジ回路
６１を用意し、ひずみに伴う抵抗変化を電圧変化として取り出す。電圧変化は、例えばＡ
／Ｄコンバータ６２を介してデジタル信号に変換し、ＬＥＤ等によるインジケータ６３で
多段階に水素残量を表示することもできる。
【００４２】
　なお、板バネ３は、本発明の変形部材に相当し、ひずみゲージ６は、本発明の検知部に
相当する。変形部材は板バネに限定されるものではなく、コイルスプリングや弾性体など
適宜の構成を用いることができる。また、検知部はひずみゲージに限定されるものではな
く、変形部材の変形量を検知できるものであれば適宜の構成を採用することができる。例
えば、変形部材の変形を光学的に読み取るセンサなどを用いてもよい。
【００４３】
　センサ本体の外部に、ひずみゲージの電気抵抗値に応じたブリッジ回路を用意すること
で、ひずみに伴う抵抗変化を電圧変化として取り出し、水素量をデジタル値として表示す
ることもできるため、これらの機器とパッケージ化した水素吸蔵合金容器も可能である。
【００４４】
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　図３は、本実施形態の水素残量センサ１を水素吸蔵合金容器２０内に配置した適用例を
示す。水素残量センサ１は、水素吸蔵合金容器２０内へ充てんされている水素吸蔵合金２
１の上部に埋め込むように配置している。これは水素吸蔵合金容器２０内の水素吸蔵合金
２１と水素残量センサ１の測定用水素吸蔵合金４の温度に差がつきにくくするためである
。水素吸蔵合金容器２０内の水素吸蔵合金２１上部の空間にはセラミックファイバー２３
を充填して埋めている。水素吸蔵合金容器２０の開口には、水素の放出を制御するバルブ
２２が設けられており、バルブ２２を通した水素の移動が可能になっている。
　水素残量センサ１のリード線８は、水素吸蔵合金容器２０の外部に取り出され、前記し
た指示計６０に接続されている。
【００４５】
　なお、この実施形態では、検知部であるひずみゲージ６の検知結果をデジタル表示する
ものとしているが、例えば、測定用水素吸蔵合金の水素吸収量と、検知部の出力とを関連
づけておき、検知部の測定結果に基づいて水素吸収量を直接的または間接的に示すように
してもよい。また、検知部の検知結果は、ネットワークなどを通して収集して水素吸収量
の解析等するものであってもよい。
【００４６】
　次に、水素残量センサ１の作用について説明する。
　水素吸蔵合金容器２０内の水素吸蔵合金２１で水素の吸収、放出が生じると、水素残量
センサ１における測定用水素吸蔵合金４でも同様に水素の吸収、放出が生じ、測定用水素
吸蔵合金４の膨張または収縮が生じる。測定用水素吸蔵合金４の膨張または収縮は、蓋板
５および細棒７のセンサ本体２の軸方向移動という形で出現する。
　測定用水素吸蔵合金４が水素を吸収すれば、測定用水素吸蔵合金４が膨張し、細棒７が
板バネ３を押して曲げ変形を増大させ、ひずみゲージ６における検知結果に変化が生じる
。また、測定用水素吸蔵合金４が水素を放出すれば、測定用水素吸蔵合金４が収縮し、細
棒７が、曲げ変形していた板バネ３の曲げ変形量が減少し、ひずみゲージ６による検知結
果に変化が生じる。
【００４７】
　なお、図示している例では板バネ３の圧縮ひずみを発生する側にひずみゲージ６を取り
付けているため、ひずみゲージ６は圧縮ひずみを検出する。測定用水素吸蔵合金４が水素
を放出し収縮するときは板バネ３の変形は元に戻るため、ひずみゲージ６の圧縮ひずみも
減少しゼロ点に戻る。
　例えば、薄い板状の弾性部材に引張力を加えても、大きな力を加えなければその変形は
極めて小さいが、曲げの場合は小さな力で容易に曲げ変形を得ることができる。また、変
形部材は、引張ひずみを利用するようにしてもよい。
【００４８】
　ひずみゲージ６により発生するひずみは、指示計６０のブリッジ回路６１によって抵抗
変化を電圧変化として取り出し、Ａ／Ｄコンバータ６２によってデジタル信号に変換し、
インジケータ６３で検知結果に基づいた表示がなされる。
【実施例１】
【００４９】
　以下に本発明の一実施例を説明する。
　小型の鋼製容器に水素吸蔵合金を充填し、この中へ本実施形態の水素残量センサ１を取
付け、水素を放出させた時の板バネ３のひずみと容器内の水素量の関係を示す。
　使用した水素吸蔵合金は、ＡＢ５合金で鋼製容器に１００ｇ充てんした。水素残量セン
サ１に使用した合金も同じくＡＢ５合金とした。水素残量センサ１は、図２に示すように
水素吸蔵合金に埋めるように配置した。
【００５０】
　水素吸蔵合金への水素吸収は、容器を２０℃の水槽に浸漬させた状態で圧力１．０ＭＰ
ａまで吸収させた。図４は、水温２０℃のまま水素を放出、図５は水温を４０℃へ上げて
から水素を放出した試験データである。
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　水素の放出は試験装置付属のマスフローコントローラを用いて０．５ＮＬ／ｍｉｎに制
御し、水素残量がゼロになるまで放出した。板バネ３のひずみは、ひずみゲージと動ひず
み計にて測定しデータロガーに記録した。
【００５１】
　図４および図５には、最小二乗法による回帰直線と近似式を示した。図中のＲ２は、決
定定数といわれ、データが直線によく合うかどうかを示す指標であり、１．０に近い方が
直線性がよいといえる。この二つの試験データのＲ２値は水温２０℃のときで０．９８３
９、水温４０℃のときで０．９９１８であることから、水素残量センサ１の試験データは
直線性がよいことがわかった。
【００５２】
　すなわち、水素残量センサ１は、センサとして測定精度が高いことが示された。なお、
水温が２０℃と４０℃とではひずみの最大値（水素満充てん）が違っているが、水温を２
０℃から４０℃へ上げた時点で圧力が１．０ＭＰａを超えるため、水素を少し放出させて
１．０ＭＰａに保持しているためである。したがって、水素残量センサ１に使用している
水素吸蔵合金の水素吸収量は２０℃よりも４０℃の方が少なく、結果として水素吸蔵合金
の膨張量が小さくひずみも小さくなっている、ということを表している。
【００５３】
　以上、本発明について前記実施形態に基づいて説明を行ったが、本発明は前記実施形態
の内容に限定されるものではなく、本発明の範囲を逸脱しない限りは実施形態に対する適
宜の変更が可能である。
【符号の説明】
【００５４】
　１　水素残量センサ
　２　センサ本体
　３　板バネ
　４　測定用水素吸蔵合金
　５　蓋板
　６　検知部
　７　細棒
　８　リード線
２０　水素吸蔵合金容器　
２１　水素吸蔵合金
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